
富津橋
と み つ ば し

 （平成 10 年度設計） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

Memo: 
 本橋は、下流にある長良川鉄道橋と近接橋となるため、橋脚位置をあわせた。そのため不等スパンとなった。構

造の特徴とし分散支承を用いた橋梁である。 

 橋梁諸元 
企 業 者      岐阜県美濃土木事務所 施 工 場 所  関市肥田瀬 
橋 種      B 活荷重 床 版  RC 床版 
橋 長 (m)  99.000 塗 装  普通塗装 
支間割 (m)  31.60+40.30+25.90 架 設 工 法  ベント併用トラッククレーン架設 
幅 員 (m) 8.00+3.00×2（歩道） 上 部 構 造  3 径間連続非合成鈑桁 
桁  高 (m) 1.750 下 部 構 造  逆Ｔ式橋台・張出し式橋脚 
鋼  重 (t) 220 基 礎 構 造 直接基礎・杭基礎（A2） 
鋼   種 SMA490 備 考   

 


